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に然 も具象的に原干及 イオン問の力を理解せ しめん
とするに重 鮎 を置きたる近來 蒋に見 る快著で ある
が,唯線 晩なるが故に茲に十分なる抄鑛の出來ない
のを逍爐 とする・ 著者等は先づ 状櫓空間中の胞蹇
鬮 ・鋲一崎 ・・岨 ・V・}(h/9m〔糊
2=座 標 、V-,Vy・Ya:x,Y,x方向 の 速 度 分 雇i,h=
判anck恒鋤m=電 子 の 質量 〕を定 義 しP露uli原理 は
此1個 の △τの 中 に反 對 の ス ビ ン を持 つ た2側 の電
于 しか 入 り得 な い こ とを意 味 し・ 同 時 に 此 の 結 巣 と
しτ繕 野 零 度 運 動sネ ル ギ ーの 存 在 す る こ とを示 し
た=而 して 後 者 は電 于 密 度Pと の 間 に 次 の 如 き跚
































る・ 而してA,bな る兩源子を柵接近 させて第 】闘
の如 く電子穀が相重る穩度にさせたとする・然 らば












る.2側め原子n・bが 第2圏 に示せる如 く十分に,ヨ
離れで居れば雨核の中間に於けるボテンシヤル経過1

















存在 し得る容殻は2倍となb其 の密度は牛分 となる・
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・ギーe{d一'/C・如 く姻 ・るとした・・一弓 ぜ 毒
fir:.は{,oエネ ル ギ ー,Pは 核 と偵電 于 に よつ て 造
られ た る湿 極于 の能 崋 〕之 はD。by町k。e訊.,mの環 極






































3.金 規 觸 媒 上 に 於 け る水 肇 φ 交 換 反鹿
r.Horiuti及M.1'olanyi,'Pran一.Farad.、S・・c 、
50,116{肉72(1934).
玳 水並 び に霜 永 素 の 登 見 以 來之 を利 用 して 化 學 反
應 の 機 橲 を探 らん とす る研 究 が次.々と行 はれ て ゐ
る・ 此 論 丈 も其 一 つ で著 者 のa.に行 は れ たLベ ンゼ
ンの 水素 を重 永 素 と接嘱 的 置 換 をす る貴 驗 「 に就 て
考へ られ た機 構 を確 め る實嶮 及び 之 と同様 に エ チ レ
ン と水 素 との隙 干交 換 .に關 す る寳 驗 及び 考察 と よn
成 つ て ゐ.る・.
ベ ンゼ.ンを構 成 すb水 葉 原 子 を重 水 粢 に て接 觸 的




















饗水素原子 を解離すると考へられるか ら・水 と.の原
干交換速度が永素武斯 との交換速度に比 しτ小なる










抄 一 錢.凾 3
著 者は 吏 にwit.-一.チ レ ン間 の水 素 原 子 交 換IU..及びHipの 瀘 度 決 定,及 び.li.とD2..との 分
1二就 τ も貸 驗 を行 ひ,水 一 ペ ンゼ ン,永 一=q-vン1離 法,_つい て 考察 し・raの 膜 を逋 して 出 て くる天
の場 合 よhも 更 に小 さ い 反慮 逋 度 を得 て ゐ る・1斯 が.x,+外;YI[Dの卒衡 に逹 して ゐ る こ とを竃 め





























s｢Lン.の水飆 の説明Aー と同棟に しτ更に
1個のIlf-yiが作用 し.水素原子が交換の代hに
続合するs..のとして誂明.された.(窪 川)
4..。。 。秦。。合。封。。,漏 扉 用
i,.L・Chapman及G・G「eg`1ワ,臨P`・R{by・<.
197,88一一16(1934)
700。Cり.頁英 管 中 に 於 で,】.時間.水素 巾 で加 熱 し・
7時 間排 氣 を行 つ たPa笛 は.酸 素 水素 爆 鳴 五斯 に
對 して,約ao分 の 邑`1ndし19亀ilm.period"を示 した
後,始 あτ 觸 媒 作 周 を現 し,.その 速 度 は 次 第 に増 大
して 轂 分 間 に して,最 大 速 度 を示 す に 至 る・
み 更 に又 液 體 空 氣 の 温 度 に於 け る 活性 炭 業 か らの
睨 管の 難 易 を 貰毅 し こ れ か ら.・斯 か る峰 件 の下 に 於
τ はvaodenWaalsの吸 著 で あ る と しLゐ る・
1.II.十D,=?IIDの反 憾 は オル ト・ パ ラ水 素 の 轄 移
1と、親 に よ く4'1てゐ るが 只 卵 ・ 才・・h水 卿 鱒
d3vander¥¥"awlsの吸 著 力`勘 ・ それ に 表 頭1の磁 性
1Acbaはれば勧 得 るのi二粒H・ とD・囃1二
Id:どうして も活性化吸曽 を必要とYる點が相違 して
ゐ.る.櫨々 の觸媒を期ひて行つた貰澱結果ほ次の様
魴 る.酸 化 ク・Lの 顯 唹 τは 一isnAcから
ua。Cの闇に於てはHa十]1,.?HD,.の反應が起n.1





な.らないbこ れは高温に於ける値 と異 る・¥iも亦
Cr.,{㌔と.同樣で只 活性 度が小なるのみ.pd.も亦同
i横.活性炭素はオルト・κラ水素の輜移か らみれば
この活↑矧是態に在るPdlる 常温に於て水素をeai低囁に於T吸 管がよく起つZ'hる筈であるが,こ の
れしめると・醐 不活zgと なるが・之 欝 氣しi一 田r切 飃 を促進しない漉.
τ 酸剰 ・觸れし・・と薙 ち・黼 態を囘矧 づ・蔽 化麟 をやらないと見られる・
.る.
anち水素はPdの 筒媒能に對 しT妨 害作用を及
ぼ し,酸素は促逕推川を有する・
・の獅 ・,田・二強・瞭 れた螺 ・罐 鯔1腋 普通の方法。。蜘 姻 ・鋤 蜘 藁






5.固 臓 面 に 於 け るH2と.・1〕gと の 反 厘
.A聖.∫,Gnし躙1d,.、v.Bleakn騁y及】.lps,T露y】匸,r,
」.Chcm.Phy5.,2,詈B6多～73(1934).
.斯樣 に しTH ,とn.の 反應 を促 進 す る表 面 ほ 必
す オ ル ト.・パ ラ永 素 の 樽 移 を起 し得 るが,こ のi,




本研究は水素のイソトープを觸媒の吸著現象を明1進 劑 と想像 され るのであるが・事實は之.;rしτメ
か。す る僞。用ひたもの莇 る.著 麟 先づH。1,...餓 曙 創 、於τは敵 醂 嚇 離 麒
8,酸 化 亞 鉛 及 酸 化 モ.リブデ ン表 面上 にR?iけa

























聖1.『 卩咽■■■■■■■■■ 一 一.一 一、




化吸津 と表面.の化祭的活性 との閤係 を調査する興的1ン)の 易動度の差は問鹿にならr,分別は(b)又は.
をaつて水環及一酸化炭紊の低温のGaodeiR'a:Js'(c),iE13そめ雨方で行はれるaの と考へ られるに渠
蝋 と融 の活性化嚇 を其.砒 伽 究せ う・一iつ た・APち之に側 ・ば(1・)叉は(slの韓 がlrと
化炭素に對するGandcr¥Yaaln.吸着鼎蔭ま水祟のぞiに 於τ異なる亭が分別の原因.となる.藷である.
/Eよ..b:.も大である・之は雨五斯め藻蛋潜熱より考へ.1扨 本丈の著者は前.にSi水に溶解せ る蟻馥牌逹を酵
.{鵠所でめる・一方融 に於ける活性化吸管の活性i轍1㌔ 嘸 を以つて分解せる場合に得 らる・水業が
化工.ネルt-dWi.兩々者同慊である・.併し7jがら活HI唖1蓼);_liOD+it..の」F衛を滿足 しでゐる事を
性化吸着の或る任意のug間に於ける.吸府量は爾者非1碗 めナ=・著者は此の事貰か ら推 して電解に於τも分
醤に異つてゐる・下表は種hの 温度に於ける水棄及 【別の原因t3上i:Lの『瞞 關係にあるのではないかと考
一靴 蜘 購 眦 較・赫 蜘 …den一・横 驗を行臨
温 度
水 素
一酸化炭棄簫羅懸臨i2.nirSOmm.)上紀・.弔衡嗹 ・ ・.… 後鯆 ・ ・.轍 を・351熟 鱒.度 法に依 り.τ測定し ・〔U%な る.Wt%{;}i:.
1先 づ ・,'LGC.の26・'L%融と..".Om・・2佩 のYplTa




.囎 瞬 淋 鈔 す・黼 住伽 ネ'・ギー囎 知 紲 嗷 した伍'・9%.を得た・その轍 魁 雕
するiiiしτ輔 哺24・唹 ける水素の齢 雕1硬 に元の26・2%の貅 と齲 せしめ岼 衛1確
鵬默 欝 蠶 灘 灣1姦繍 鐶 鵜 翻,繍至娶
る後)Ni.線 を極 と しで0.5-2amp.jcm'.にτ 電 解
して 得 た 水 素 中 のLを 調べ た虧 先 の 鹹ia.i%と
。對す、活靴 囎 激 を酸化磯 職 磯 合と比1せし・櫨 僅・.1'繍加し・再びtua%tなつ
謝 る.と,.丁厳 者鵬 合の273緬7・A唹騒it=・併しとにかに ζし1;依つて上記の繍 に依紛 、
鹹 と.賑であ6て嘶 る事は糠 の活性㈱ 對蓮1別瞭 くaptzの黼1こ基くものな・事がわかる・
度1・對して齢 觸媒・;撫雌 度 ・8・・齢 頒 ÷1.,と 瀦 値から鯆 と・k`1●とのHρ 働 比
る、:ことを意尉 る.靴 臨 嘴 して,酸伽 ・■ を耡 ると:S.IGなる・これは廟 鼎 の麕 の
。、ま話 靴 吸歓 繍 旗 しめ活靴 辞.。 一1蠍 ・近嘆 と見・事酬 來る砒 の嘸 一般の電
を融 せしめ砌 であるが,.威刳 プデ.を加へ 廨 畩 碯 螺 分別榊 を大鞦 囓 來る上・・分
鄰 之・轍 封聯 ・・黝 ・… 鷹 鑽 糠 賢蠶1途蠶 鸚.驪 鷹1蠍 鬢謄 驚 なる特異1
蹴 翻 ・醐 ㈱・分・齣 堋
7.重 糠 の 腺 〔m〕.水 鯛 位元 獅 顧 勇 劇.
A,F匙=】皿篤及LFa畑, .、Proc.良oγ.Sbe.〔A〕,
1146..窃23～29(1934).
竃 解 が重 水棄 を 得.る最 有 効 手 段 な る事 は 周知 の事
寅 セ あ るが,そ の 分 珊 機 椿1二就 い て は餘 りはっ き.し8.囘 位 元 素 分 離 の 研 究1.援敵 に依6縺 重 水紊 り槽 製
た亭 は未 †こわ かつ τ ゐ な い・ 電 解 に於 τは ⑨ 水業.1-1・11antiS(ni・G・1Itrtt及W・Schiltze,Z・?hyuik,
付 ソ(り陰 極 へ の 移 動,(b)陰 椡;於.け る.水素ttl90.703…1】(1934)・
シ.の放 電,〔C)蔭 極 表 面 に.於け る水 素原 子 の 結 合及1.著 者 等 は 氣體 擴 散 遖 度 の差 に よ る無 胆 同位 元 素 の
　







物 理 化 学 の 進 歩Vol.9(1935)
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之は然 し多分全 部1P}Tｰの形 となつてゐて,結 局
δ0%のiii同位元棄を含む氣體 しか得 られないが 故
に・.H且1且2を一度分解 しτ再び分子を構成.し蹴す爲
1;分離器列の途中に放電菅を備へて絶えヰ放.c:を行
ム・不純物を除 くfit.#Sx9を注意 拂つt.mix,S
時間毎にlaUn・lclll3.の最純電水素を.得た,
此の方法によつτ得た乖水素を分光認にτ嶮する
にパルマー.us線は全 く變位した格所に現はれ,分
光學的に普遞のHを 檢出.する事は不可能であつた・
叉分于 スペクトルはH♂,H～ 及びその混合物(耳∴
ら2及ニドHi區H,=を含ひ〕に.tつて多線 λベクトル
の構遭を異にする・質量.スペクトtiは明かにHｰイ
オンの痕跡.を毯はし誰械の金眉部分よ.り來 ると思は
れ るFIBがかすかに現はnる のみセある・朮水素褻
遘の買際的方法は電解法に如 くものはないが,待別.
な.目.的に.向つ.ては櫨散法は有利である.例 へば椙等
に豊寓な重水素を念む試料よn.景純の重水棄を得 る
には極 く少量の分離器の使用にて十分である.1.董1H呈
分子を最健に取5幽 す1=は擴散法に依るよh方法に
なカ・らう・(;1ヒ川)
● ?
「
'
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.雷 し　
..一. .
